
　市議会 6月定例会が6月11日から7月4日までの24日間の日程で開催され、令和 7年度一般会計補正予
算案を中心に議論しました。補正予算案には、物価高騰対策として、18歳以下の子ども1人につき現金 1万円
を給付する事業や、高齢者・障がい者施設、幼稚園・保育園などの光熱費の負担を軽くする支援金など、生活を
応援するさまざまな施策が盛り込まれています。市政に関する皆さまのご意見やご感想などをお寄せください。厳
しい暑さが続いていますが、これらの施策を有効に活用し、元気に夏を乗り切ってまいりましょう。どなたさまも、
お体には十分ご自愛ください。

さいたま市議会議員　津和野眞佐子

令和7年度補正予算

障がい者施設や高齢者施設への光熱費などの負担を軽減するための支援金につ
いて、令和4年度と5年度に実施したときと同額になっています。内容について
教えていただけますでしょうか。訪問系施設を支援の対象に加えたというのは評価できます。しかし、今年

に入って、物価高に本当に苦しんでいる施設もあると思います。令和4年
度と5年度と同じ金額にした根拠・理由を教えてください。

過去の支援策を基本とするのは分かりますが、今のこの状況の支援とい
う考えにはつながらないと思います。私はもう少し金額を上げても良かっ
たのではないかなと考えています。納得のいく積算の根拠を知りたいので、
教えてください。

予算委員会審査より

内径2メートル以上で敷設から30年以上が経過した優先箇所のうち、老朽具
合が最もひどいランクCで未対策の部分が1.4キロあるとのこと。国へ報告す
るのが8月4日までということなのですが、1カ月で工事と点検を終えて期限内
に調査報告ができるのか、教えてください。

下水道菅の点検

基本的には、令和4年度、5年度に行った内容と同じ計算方法です。今回は訪
問型の施設についても対象に加わっておりますので、その分は追加となっています。

今回の物価高騰の詳細な影響額については、試算をするのは非常に困難
を極めるため行っていません。過去に実施した支援策に対して、事業者か
ら好意的なご意見をいただいたことから、それらをベースにガソリン価格
などを加味して決めました。

確かに、現在のほうが物価の高騰が深刻だというのは感じているところでご
ざいます。基本的には市の財政状況やさまざまな事情を加味して検討した
結果、令和4年度と5年度と同額ベースで行うと判断させていただきました。

調査につきましては、管きょ内に調査員が入って目で調べる潜行目視を既に実施
していて、改修もしております。今回の補正予算案では、コンクリートの部分な
どをたたいて調べる打音調査の経費を計上させていただいており、仕上げの調
査をやっていきたいと考えています。

物価高騰対策
子育て世帯特別給付金
市の独自事業として、18歳以下の児童1人につき1
万円を支給し、物価高の影響を受けている子育て世帯
の生活を迅速に応援します。児童手当の受給世帯は8
月下旬の給付予定で、特別な申請は不要です。それ以
外の世帯は9月下旬以降に申請に応じて支給します。

福祉施設などへの支援金
障がい者・高齢者施設、幼稚園などに対し、光熱費な
どの負担を軽減するための支援金を給付します。事業
継続に向けたサポートを行い、利用者が安心してサー
ビスを受けられる環境を守ります。対象施設は上記の
ほか、単独型子育て支援センター、民設放課後児童ク
ラブ、私立認可保育園、認可外保育施設、児童養護
施設などです。

「さいコイン」還元キャンペーン
幅広い世代の家計負担を軽減するため、デジタル地域
通貨を活用したポイント還元キャンペーンを実施しま
す。さいたま市みんなのアプリ（さいコイン）を使って
決済すると、決済額の15％がポイント還元されます。
ポイント還元期間は8～9月、11月の2回です。

高齢者対象の生活支援
高齢者を対象に、さいたま市みんなのアプリでアンケー
トを実施し、回答いただいた方に2000ポイントをプレ
ゼントします。高齢者の生活支援はもちろん、インター
ネットなどの情報通信技術を使いこなせる人とそうでな
い人の格差「デジタルデバイド」を小さくしていく狙い
もあります。

学校給食に対する支援
子どもたちに質や量を保った給食を食べてもらうため
に、コメの価格上昇分にかかる経費を補助する緊急支
援を行います。
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安全・安心
下水道管路の全国特別重点調査 
八潮市で起きた道路陥没事故を踏まえ、下水道管の一
斉調査を行います。同様の事故を未然に防ぎ、安全な
生活環境を守るための取り組みです。調査は全国特別
重点調査の一環で、大型で老朽化した管を中心に実施
します。費用の半分を国からの補助金で賄います。

消防力の強化
大規模災害に備え、新しい消防緊急情報システムを整
備するのに合わせ、必要となる消防局庁舎の改築工事
を行います。また、消防団の車庫の建て替えや新設に
も取り組み、火災や災害の発生時に迅速に対応できる
体制を整えます。
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⚫

スポーツ・教育

スポーツシューレの推進
スポーツシューレとは、滞在型の総合スポーツ施設を
意味します。さいたま市では、市内に集積する競技場
や宿泊・研修施設をネットワーク化することで、スポー
ツを「する場」「学ぶ場」の確保を目指しています。ス
ポーツシューレの実施方針の作成など、事業化をサポー
トするアドバイザーを選定するため、補正予算では将
来の支払いに備える予算枠を確保しました。

小学校施設の整備
市立小学校の良好な学習環境を確保するため、「さいた
ま市学校施設リフレッシュ基本計画」に基づき、学校
施設の改築や大規模改修に取り組んでいます。今回は、
指扇小学校の建て替えに合わせて、公民館や放課後児
童クラブも一体となった新しい施設を建設します。
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脱炭素社会の実現
脱炭素先行地域事業
さいたま市は、環境省が選定する脱炭素先行地域に選
ばれており、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の削
減に向けたさまざまな取り組みを進めています。今回は、
太陽光発電システムなどを搭載し、消費量の収支をゼ
ロ以下にする省エネ住宅「ZEH（ゼッチ）」の街区整
備に向け、事業者の選定を行う委員会を開催します。

⚫

デジタル化
各種システムの改修
国の基準変更に対応するため、生活保護に関するシス
テムの改修を実施。必要な方々への支援がよりスムー
ズかつ適切に実施できるようになります。新しい障がい
福祉サービス「就労選択支援」に対応するため、障が
い福祉システムを刷新。また、医療費助成のオンライ
ン確認に対応するため関連システムを改修します。新た
な子ども・子育て支援金の創設に伴い、国民健康保険
のシステムも見直します。

⚫
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農業経営に対する支援
農家の皆さんが使う省エネルギー設備への更新費用の
一部を支援するほか、畜産農家の経営安定を図るため、
飼料の高騰分の一部を補助します。

中小企業などへの支援
省人化や省力化、業務効率化などに役立つ生産設備を
導入・更新する事業者に対し、導入費用の一部を補助
します。
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